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樹
齢
100
年
を
越
す
大
木
で
、
よ
く
映
え
る
。
初

代
と
も
ど
も
時
に
薩
摩
藩
邸
以
来
の
古
木
と
誤

解
さ
れ
る
が
、
実
は
同
志
社
人
が
植
え
た
。

　
植
え
た
の
は
、
同
志
社
教
員
の
波
多
野
培ま
す

根ね

、

三
輪
源げ
ん

造ぞ
う

、
久
永
機き

四し

郎ろ
う

（
鉄
蔵
）、
加
藤
延の

ぶ

年と

で
あ
る
。
４
人
は
、
同
志
社
普
通
学
校
在
学

中
に
Ｄ
・
Ｗ
・
ラ
ー
ネ
ッ
ド
か
ら
同
時
に
洗
礼

を
受
け
た
記
念
と
し
て
、
後
年
、
こ
こ
に
植
樹

し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
巨
木
で
、
来
歴
が

明
白
な
の
は
、
ほ
か
に
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　
ち
な
み
に
、
ラ
ー
ネ
ッ
ド
は
本
学
の
「
ラ
ー

ネ
ッ
ド
記
念
図
書
館
」
の
名
称
か
ら
も
、
学
者
、

教
授
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
る
。

が
、
実
は
本
職
は
宣
教
師
（
牧
師

0

0

）
で
あ
る
。

洗
礼
を
授
け
た
善
き
実
例
が
、
こ
の
４
人
グ
ル

ー
プ
で
あ
る
。

植
樹
の
時
期

　
加
藤
延
年
の
長
男
（
延
雄
）
に
よ
れ
ば
、
父

親
が
同
僚
教
師
た
ち
と
共
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
を
植

樹
し
た
の
は
、
自
分
が
同
志
社
普
通
学
校
を
卒

業
し
た
頃
（
１
９
１
１
年
）
で
あ
る
と
い
う
。

な
ら
ば
105
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。

　
４
人
が
拠
金
し
た
と
す
れ
ば
、
苗
木
は
４
本

で
は
な
か
っ
た
か
。
こ
の
点
は
、久
永
省
一（
機

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
同
志
社
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ク
リ
ス
マ

ス
・
ツ
リ
ー
（
以
下
、
ツ
リ
ー
）
は
、
ヒ
マ
ラ

ヤ
杉
シ
ー
ダ

（
マ
ツ
科
！
）
で
あ
る
。

　
電
飾
は
、
山
田
和か
ず

人ひ
と

教
授
（
文
学
部
）
の
提

唱
で
２
０
０
１
年
に
始
ま
っ
た
。
初
代
の
ツ
リ

ー
は
西
門
近
く
の
樹
で
、
高
さ
は
20
メ
ー
ト
ル
。

「
京
都
一
の
高
さ
を
誇
る
華
麗
な
ツ
リ
ー
」
と

評
判
を
呼
ん
だ
。
そ
の
一
方
で
、「
同
志
社
も

ク
リ
ス
マ
ス
、
始
め
は
っ
た
ん
で
す
か
」
と
怪け

訝げ
ん

そ
う
に
尋
ね
た
市
民
が
い
た
、
と
か
。

　
２
０
１
３
年
、
初
代
か
ら
少
し
奥
に
入
っ
た

ツ
リ
ー
（
２
代
目
。
初
代
よ
り
長
身
）
に
切
り

換
え
ら
れ
た
。
同
志
社
中
学
校（
以
下
、同
中
）

が
岩
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
し
た
後
、
２
０
１

２
年
末
に
取
り
壊
し
た
新
彰
栄
館
の
周
辺
が
、

新
た
に
広
場
（
サ
ン
ク
タ
ス
・
コ
ー
ト
）
に
な

っ
た
の
で
、
そ
の
中
心
に
立
つ
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
が

主
役
と
な
っ
た
。
ツ
リ
ー
の
電
飾
は
10
数
年
を

経
て
、
い
ま
や
京
都
の
風
物
詩
で
あ
る
。

　
コ
ー
ト
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
最
高
で
、
北
に

良
心
館
、
東
に
チ
ャ
ペ
ル
、
南
は
図
書
館
、
そ

し
て
西
は
彰
栄
館
に
面
す
る
一
等
地
で
あ
る
。

　
そ
の
中
心
に
聳そ
び

え
る
ツ
リ
ー
は
、
一
見
し
て

教
を
し
て
い
る
。
第
二
公

会
で
の
最
後
の
礼
拝
で
あ

っ
た
か
ら
か
。
翌
週
（
６

月
27
日
）
の
日
曜
礼
拝
か

ら
は
、
会
場
は
学
園
チ
ャ

ペ
ル
（
平
日
は
学
校
礼
拝
。

日
曜
日
だ
け
教
会
に
早
変

わ
り
）
に
移
さ
れ
、
教
会

名
も
「
同
志
社
教
会
」
と

改
称
さ
れ
た
。

　
つ
ま
り
、
植
樹
当
時
、

第
二
公
会
の
跡
地
は
、
す

で
に
人
手
（
洛
陽
教
会
）

に
渡
っ
て
い
た
た
め
、
職

場
（
同
志
社
普
通
学
校
）

以
外
に
記
念
植
樹
の
適
地

は
な
か
っ
た
。

４
人
の
結
束
力

　
４
人
が
洗
礼
を
受
け
た

時
、
受
洗
者
は
全
部
で
15

人
い
た
。
ほ
と
ん
ど
が
同

志
社
の
学
生
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
う
ち
同
志
社
の
教
員

に
な
っ
た
の
は
、
４
人
だ

四
郎
の
息
子
）
の
証
言
が
裏
づ
け
て
く
れ
る
。

４
人
は
「
普
通
学
校
校
庭
に
４
本
の
ヒ
マ
ラ
ヤ

杉
を
植
樹
し
た
」。「
現
在
、
そ
の
中
の
２
本
が

残
っ
て
い
る
」。
あ
と
の
２
本
は
、
戦
後
ま
も

な
く
新
築
さ
れ
た
校
舎
（
新
彰
栄
館
）
の
た
め

に
、
切
ら
れ
て
し
ま
っ
て
今
は
な
い
、
と
い
う
。

　
４
人
が
、
揃
っ
て
受
洗
し
た
教
会
は
、
京
都

第
二
公
会
で
あ
る
。
同
志
社
開
校
の
翌
年
に
、

新
島
が
自
宅
に
立
ち
上
げ
た
教
会
で
、
今
の
同

志
社
教
会
（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
）
の
前
身
で

あ
る
。
彼
ら
の
受
洗
当
時
、
第
二
公
会
は
、
今

の
新
島
旧
邸
（
寺
町
通
り
丸
太
町
上ア
ガ

ル
）
の
南

隣
り（
現
在
は
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
洛
陽
教
会
）

に
独
立
し
た
会
堂
を
構
え
て
い
た
。

　
そ
れ
以
前
は
、
礼
拝
も
集
会
も
新
島
の
自
宅

で
開
か
れ
て
い
た
が
、
知
事
の
キ
リ
ス
ト
教
緩

和
政
策
と
、
個
人
献
金
（
Ｊ
・
Ｍ
・
シ
ア
ー
ズ
）

に
よ
り
、
１
８
８
１
年
に
京
都
初
の
独
立
し
た

教
会
堂
（
木
造
）
と
し
て
新
設
さ
れ
た
。
し
か

し
、
数
年
に
し
て
手
狭
に
な
っ
た
の
で
、
キ
ャ

ン
パ
ス
内
に
新
た
に
竣
工
し
た
レ
ン
ガ
建
て
の

学
園
チ
ャ
ペ
ル
へ
と
移
転
す
る
。

　
４
人
の
洗
礼
は
、
１
８
８
６
年
６
月
20
日
で

あ
る
。
こ
の
日
、
牧
師

0

0

と
し
て
新
島
は
、「
時

ノ
休し
る

徴し

ヲ
知
レ
」
と
い
う
題
で
、
実
に
長
い
説
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４
５
年
）。
島
根
県
津
和
野
の
出
身
で
、
同
志

社
に
学
ん
で
い
た
従い

と
こ兄
の
増ま
す

野の

悦よ
し

興お
き

の
勧
め
で
、

１
８
８
５
年
９
月
に
同
志
社
に
入
学
し
た
。
洗

礼
は
そ
の
翌
年
の
こ
と
で
、
そ
の
日
の
日
記
に

彼
は
、「
予
の
悔
改
入
信
の
動
機
と
な
れ
る
聖

句
（
ガ
ラ
テ
ヤ
書
６
章
７
～
９
）
に
就つ
い

て
」
と

記
す
。

　
新
島
の
死
の
直
後
、
１
８
９
０
年
６
月
に
同

志
社
を
卒
業
し
て
か
ら
は
、
各
地
で
伝
道
と
教

育
に
従
事
し
た
。
そ
の
う
ち
、
も
っ
と
も
重
要

な
職
場
は
同
志
社
と
西
南
学
院
（
福
岡
市
）
で
、

特
に
同
志
社
は
前
後
２
回
（
１
８
９
０
年
～
１

８
９
２
年
、
１
９
０
４
年
～
１
９
１
８
年
）
に

わ
た
る
。
ツ
リ
ー
の
植
樹
は
、
彼
が
同
志
社
普

通
学
校
教
頭
の
時
で
あ
っ
た
。

　
２
度
目
に
同
志
社
を
退
職
し
た
２
年
後
（
１

９
２
０
年
）、
新
島
の
命
日
（
１
月
23
日
）
に

波
多
野
は
若
に
ゃ
く

王お
う

子じ

の
新
島
の
墓
に
詣
で
、「
師

教
（
新
島
先
師
第
30
記
念
日
）」
を
作
詩
し
た
。

そ
の
中
で
「
師
教
、
懇
篤
に
し
て
猶
、
耳
に
存

す
　
當
年
を
回
顧
し
、
涙
瞼ま
ぶ
たに

満
つ
」
と
詠
う
。

　
波
多
野
は
学
生
の
頃
か
ら
、
新
島
校
長
か
ら

厚
い
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
在
学
中
の
波

多
野
に
新
島
が
出
し
た
手
紙
（
１
８
８
８
年
11

月
１
日
付
）
が
あ
る
。
そ
の
内
容
は
―
―

で
記
念
写
真
を
撮
っ
て
、

す
で
に
同
志
社
を
引
退
し

帰
国
し
て
い
た
ラ
ー
ネ
ッ

ド
に
贈
っ
て
い
る
。
同
志

の
親
密
さ
と
恩
師
へ
の
感

謝
の
篤
さ
は
、
半
端
で
は

な
い
。

　
こ
の
時
の
年
齢
は
、
加

藤
（
71
歳
）、
波
多
野

（
69
歳
）、
久
永
（
67
歳
）、

三
輪
（
66
歳
）
で
あ
る
。

三
輪
な
ど
、
16
歳
の
時
の

決
心
が
、
半
世
紀
を
経
て
も
な
お
永
続
し
て
い

る
。
奇
し
き
こ
と
に
、
４
人
の
終
焉
は
、
ほ
ぼ

同
時
期
で
、
１
９
４
５
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て

次
々
と
天
に
召
さ
れ
た
。
彼
ら
は
全
員
、
記
念

樹
２
本
が
伐
採
さ
れ
る
の
を
見
な
い
で
亡
く
な

っ
た
。

　
４
人
中
、
最
後
の
三
輪
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、

来
月
（
11
月
）
で
ち
ょ
う
ど
70
年
と
な
る
。

植
樹
し
た
人
①
　
波
多
野
培
根

　
ツ
リ
ー
を
植
樹
し
た
４
人
の
教
員
を
個
別
に

紹
介
す
る
。

　
ま
ず
、
波
多
野
培
根
（
１
８
６
８
年
～
１
９

け
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
そ
の
結
束
力
は
固

く
、
永
続
的
で
あ
る
。
４
人
は
、
同
志
社
在
職

中
、
毎
年
６
月
20
日
に
は
揃
っ
て
恩
師
の
ラ
ー

ネ
ッ
ド
宅（
現
同
志
社
女
子
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
）

を
訪
ね
て
、
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て
い
る
。

　
植
樹
は
そ
の
一
環
で
あ
る
。
久
永
省
一
も
、

４
人
は
受
洗
25
周
年
記
念
日
（
１
９
１
１
年
６

月
20
日
）
に
植
樹
し
た
、
と
明
言
す
る
。

　
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
25
年
を
経
た
１
９
３
６
年

８
月
20
日
、
４
人
は
新
島
会
館
で
受
洗
50
年
を

祝
う
会
を
開
い
た
。
４
人
揃
っ
て
、
半
世
紀
に

わ
た
っ
て
信
仰
を
堅
持
し
た
の
は
、
見
事
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
こ
の
日
、
旧
ラ
ー
ネ
ッ
ド
邸
前

を
な
さ
る
に
恐
縮
し
た
事
も
少
な
く
な
い
。
か

う
い
ふ
事
は
全
く
、
総す

べ
て
の
人
間
を
神
の
子

と
し
て
敬
愛
さ
れ
た
先
生
の
至
情
か
ら
自
然
に

溢
れ
た
の
で
あ
ら
う
」。

　
新
島
が
用
務
員
（
松
本
五
平
）
に
対
し
て
も
、

世
を
と
き
め
く
高
位
高
官
に
対
す
る
の
と
「
殆

ど
同
様
の
慇い
ん

懃ぎ
ん

な
態
度
」
を
と
っ
た
こ
と
に
、

三
輪
は
驚
嘆
す
る
。
新
島
の
平
等
主
義
に
感
銘

　「
新
島
先
生
を
回
顧
す
る
と
は
先
生
を
偶
像

化
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
先
生
の
同
志
社
建
学

の
目
的
と
精
神
と
を
善
く
理
解
し
て
、
其
の
志0

を
継
ぎ

0

0

0

、
其そ
の

精
神
に
従
っ
て
正（
マ
マ
）心

誠
意
、
学
生

を
愛
撫
教
化
す
る
こ
と
で
あ
る
」（
傍
点
は
本

井
）。

　
私
も
ま
た
、
拙
著
「
新
島
襄
を
語
る
」
シ
リ

ー
ズ
（
全
14
巻
の
講
演
集
）
の
最
終
巻
を
『
志

を
継
ぐ
』
と
い
う
書
名
で
締
め
た
。

植
樹
し
た
人
②
　
三
輪
源
造

　
次
に
、
三
輪
源げ
ん

造ぞ
う

（
１
８
７
１
年
～
１
９
４

６
年
）
で
あ
る
。
柏
木
義
円
と
同
じ
く
、
新
潟

県
与
板
の
出
身
。
同
志
社
普
通
学
校
か
ら
神
学

校
に
進
み
、
卒
業
後
は
松
山
や
横
浜
で
教
員
を

務
め
て
か
ら
同
志
社
に
戻
る
。

　
三
輪
は
新
島
の
人
格
に
つ
い
て
、
こ
う
述
べ

る
。
同
情
（
思
い
や
り
）、
謙
遜
、
熱
心
は
も

ち
ろ
ん
、「
最
偉
大
で
最
光
輝
」
な
の
は
、
や

は
り
責
任
感
の
強
さ
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
、

「
寸す
ん

毫ご
う

だ
も
こ
れ
を
脱の
が

れ
む
と
し
た
ま
は
ざ
り

し
一
事
」
だ
と
評
価
す
る
。

　
新
島
の
平
等
主
義
に
も
三
輪
は
脱
帽
す
る
。

　「
往
来
で
偶
然
行
き
合
っ
て
、
こ
ち
ら
が
気

づ
か
ぬ
中う
ち

に
、
先
生
の
方
か
ら
脱
帽
し
て
挨
拶

　
学
校
と
教
会
の
前
途
に
つ
き
、
ぜ
ひ
相
談
し

た
い
の
で
、
わ
が
家
に
来
て
も
ら
え
な
い
か
。

学
校
か
ら
は
「
無
残
ニ
モ
」
学
生
と
の
面
談
を

禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、せ
め
て
は「
僅き
ん

僅き
ん

ノ
人
」

に
だ
け
で
も
会
い
、
学
校
の
将
来
の
こ
と
を
託

し
た
い
。
来
宅
は
内
密
に
お
願
い
し
た
い
、
と
。

　
当
時
の
学
生
で
こ
の
種
の
手
紙
を
貰
っ
た
の

は
、
他
に
は
柏
木
義ぎ

円え
ん

く
ら
い
で
あ
る
。

　
新
島
は
大
磯
で
永
眠
す
る
前
も
、
学
生
の
波

多
野
に
遺
言
状
を
残
す
。「
同
志
社
ノ
前
途
ニ

関
シ
テ
ハ
、
兼
テ
談
シ
置
タ
ル
通
リ
ナ
リ
。
何な
に

卒と
ぞ

将
来
ハ
、
同
志
社
ノ
骨
子

0

0

0

0

0

0

ノ
一
ト
ナ
リ
、
以も
っ

テ
尽
力
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
切
望
ス
」（
傍
点
は

本
井
）。

　
個
人
的
な
遺
書
を
も
ら
っ
た
学
生
は
、
彼
を

含
め
て
わ
ず
か
数
名
で
あ
る
。

　
波
多
野
の
教
え
子
で
も
あ
っ
た
加
藤
延
雄
は
、

こ
う
追
憶
す
る
。

　「
波
多
野
先
生
は
こ
わ
い
先
生
で
あ
っ
た
が
、

た
だ
厳
し
い
、
固
い
だ
け
で
な
く
、
さ
す
が
に

新
島
先
生
に
見
込
ま
れ
た
人
物
だ
け
あ
っ
て
、

不
思
議
に
思
え
る
く
ら
い
多
く
の
学
生
が
、
先

生
の
ご
自
宅
を
訪
ね
て
行
っ
た
」。

　
波
多
野
は
、「
新
島
先
生
の
生
涯
の
意
義
」

と
題
す
る
小
論
で
、
こ
う
忠
告
す
る
。

中央が初代、左が二代目ツリー。右は彰栄館（2016年７月25日）

初代ツリーと学生聖歌隊（2003年12月）
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を
受
け
た
三
輪
は
、「
私
が
同
志
社
在
学
中
、

最
も
感
化
を
受
け
た
る
は
、
新
島
先
生
に
次
い

で
、
五
平
さ
ん
か
ら
で
あ
る
」
と
言
っ
て
の
け

る
。

　
新
島
を
畏
敬
し
て
や
ま
な
い
三
輪
で
は
あ
る

が
、
新
島
を
英
雄
視
す
る
こ
と
は
な
い
。
先
生

は
「
決
し
て
円
満
完
全
な
聖
人
で
も
、
世
塵
を

超
越
し
た
聖
徒
で
は
な
く
、
情
熱
あ
り
、
侠
気

あ
り
、
寧
ろ
直
情
径
行
に
傾
い
て
、
時
に
矛
盾

さ
へ
あ
る
、
極
め
て
人
間
的
な
方
で
あ
っ
た
」。

　
冷
静
な
観
察
眼
は
、
さ
す
が
で
あ
る
。

　
三
輪
は
同
志
社
で
国
語
、
日
本
文
学
を
講
じ

る
傍
ら
、「
花
影
」
と
号
し
て
詩
作
に
も
励
ん
だ
。

讃
美
歌
の
作
詞
家
と
し
て
も
著
名
で
、
旧
『
讃

美
歌
』（
１
９
５
４
年
版
）
に
は
３
編
（
119
番
、

412
番
、
466
番
）
が
、
現
行
の
『
讃
美
歌
21
』
に

も
「
羊
は
ね
む
れ
り
」（
252
番
）
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。

　
今
年
の
今
出
川
の
ツ
リ
ー
点
灯
式
（
11
月
21

日
）
に
は
こ
の
キ
ャ
ロ
ル
（
252
番
）
を
学
生
聖

歌
隊
に
歌
っ
て
ほ
し
い
。
大
学
卒
業
式
で
は
グ

リ
ー
ク
ラ
ブ
が
、
三
輪
作
詞
の
「
送
別
の
歌
」

を
毎
年
、
披
露
し
て
い
る
よ
う
に
、
三
輪
の
賛

美
歌
が
毎
年
の
点
灯
式
で
も
定
番
曲
と
な
っ
て

く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
。

植
樹
し
た
人
③
　
久
永
機
四
郎

　
３
人
目
の
久
永
機
四
郎
（
１
８
７
０
年
～
１

９
４
６
年
）
に
移
る
。
福
岡
県
出
身
。
同
志
社

英
学
校
へ
の
入
学
は
、
３
歳
上
の
波
多
野
と
同

時
で
あ
っ
た
。
入
学
の
翌
年
に
受
洗
し
て
い
る
。

　
１
８
９
３
年
に
同
志
社
神
学
校
本
科
を
出
る

と
、
各
地
で
伝
道
や
教
育
に
従
事
す
る
。
１
９

１
６
年
、
親
友
の
波
多
野
培
根
か
ら
誘
わ
れ
て

同
志
社
中
学
に
奉
職
す
る
。

　
同
志
社
に
戻
っ
た
も
の
の
、
波
多
野
の
退
職

に
伴
い
教
員
を
共
に
辞
職
。
け
れ
ど
も
、
１
９

２
５
年
に
同
志
社
に
復
職
し
、
英
語
や
倫
理
を

教
え
る
傍
ら
、
寄
宿
舎
の
舎
監
も
務
め
た
。

　
息
子
の
省
一
に
よ
る
と
、「
京
都
在
住
中
は
、

終
始
、
同
志
社
教
会
の
執
事
〔
役
員
〕
を
務
め
、

新
島
襄
の
直
弟
子
と
し
て
、
熱
心
な
信
仰
生
活

を
貫
い
た
」。

　
久
永
機
四
郎
が
「
少
年
の
眼
に
映
じ
た
〔
新

島
〕
先
生
」
の
中
で
印
象
的
に
記
し
て
い
る
の

は
、
来
校
し
た
森
有あ
り

礼の
り

文
部
大
臣
が
、
チ
ャ
ペ

ル
で
講
話
を
し
た
シ
ー
ン
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
留
学
時
代
の
交
遊
も
あ
っ
て
、
森

は
わ
ざ
わ
ざ
同
志
社
に
足
を
運
ん
で
、
新
島
の

仕
事
を
視
察
し
た
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
け
れ

ど
も
、
森
の
一
場
の
訓
示
は
、
学
生
か
ら
は
総

ス
カ
ン
を
食
ら
う
。
彼
の
態
度
は
、
徳
冨
蘆
花

の
『
黒
い
眼
と
茶
色
の
目
』
で
も
痛
罵
さ
れ
て

い
る
が
、
波
多
野
か
ら
見
て
も
、「
傲
慢
そ
の

も
の
の
や
う
な
面つ
ら

魂
だ
ま
し
い」

は
、
正
反
対
の
対
応

を
し
た
新
島
校
長
の
株
を
自
然
と
上
げ
る
結
果

を
生
ん
だ
だ
け
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
う
も
指
摘
す
る
。「
却か
え

っ
て
荊け
い

棘き
ょ
くの
路
を
切
開
い
て
、
逆
境
不
如
意
の
間
を
悪

戦
苦
闘
し
て
進
む
の
が
、
先
生
予か
ね

て
の
選
択
で

あ
り
、
覚
悟
で
あ
っ
た
や
う
だ
」。

　
少
年
な
が
ら
鋭
い
指
摘
で
あ
る
。
　

植
樹
し
た
人
④
　
加
藤
延
年

　
最
後
は
加
藤
延
年
（
１
８
６
６
年
～
１
９
４

５
年
）。
福
岡
県
柳
川
の
出
身
で
、
海
老
名
弾だ
ん

正じ
ょ
うの
隣
家
で
誕
生
し
た
。
両
家
は
親
戚
で
も
あ

っ
た
。
柳
川
中
学
校
（
伝
習
館
）
か
ら
久
留
米

高
等
中
学
校
に
進
ん
だ
も
の
の
、
海
老
名
か
ら

同
志
社
入
学
を
勧
め
ら
れ
、
１
８
８
５
年
に
京

都
に
移
る
。

　
洗
礼
は
上
級
生
の
湯
浅
吉
郎
（
号
は
半
月
）

の
指
導
が
も
の
を
言
っ
た
。
同
志
社
を
出
て
か

ら
は
、
九
州
各
地
で
教
鞭
を
と
っ
た
後
、
１
８

９
９
年
に
同
志
社
に
戻
り
、
理
化
、
地
理
、
歴

史
な
ど
を
教
え
た
。

　
加
藤
は
自
身
の
卒
業
式（
１
８
８
９
年
６
月
）

で
聞
い
た
新
島
の
式
辞
を
感
慨
深
く
回
顧
す
る
。

新
島
が
臨
ん
だ
最
後
の
卒
業
式
で
も
あ
っ
た
。

加
藤
に
と
っ
て
は
在
学
中
、
も
っ
と
も
印
象
に

残
っ
た
新
島
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
っ
た
。

　
新
島
は
、「
苦に
が

き
水
を
甘
く
せ
よ
」
と
の
聖

句
を
引
用
し
、（
お
そ
ら
く
涙
な
が
ら
に
）
こ

う
懇
請
し
た
。
諸
君
を
送
り
込
む
現
代
社
会
は
、

「
メ
ラ
の
水
」
の
よ
う
に
苦に
が

さ
（
穢け
が

れ
）
で
満

ち
て
い
る
が
、
モ
ー
セ
が
「
一
本
の
木
」
を
投

げ
入
れ
て
そ
れ
を
甘
く
（
清
く
）
し
た
と
旧
約

聖
書
（「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」
15
章
）
に
あ
る
よ

う
に
、
諸
君
も
ま
た
世
を
浄
化
す
る
役
割
を
果

し
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
。

　
こ
れ
よ
り
44
年
後
の
こ
と
、
加
藤
は
学
内
で

の
新
島
記
念
会
の
席
上
、
先
の
校
長
式
辞
を
紹

介
し
な
が
ら
、「
自
分
は
永
年
、
同
志
社
に
厄

介
に
な
っ
て
居い

る
が
、
此こ
の

お
励
は
げ
ま
しの
如
く
、
何な
ん

等ら

周
囲
を
甘
く
す
る
事
が
出
来
な
い
こ
と
を
慙ざ
ん

愧き

に
思
っ
て
居
る
」
と
自
省
し
た
。

　
も
う
ひ
と
つ
、
加
藤
の
心
を
占
め
続
け
た
新

島
の
言
葉
が
あ
る
。「
一
の
新
島
が
死
ん
で
も
、

あ
と
に
は
百
の
新
島
が
出
る
」。加
藤
に
限
ら
ず
、

こ
れ
を
耳
に
し
た
教
え
子
た
ち
は
、
誰
し
も
将

来
「
小
新
島
」
に
な
る
こ
と
を
密
か
に
決
意
し

た
。
さ
ら
に
、
加
藤
は
新
島
か
ら
直
接
も
ら
っ

た
肖
像
写
真
を
見
る
た
び
に
、「
恐
縮
の
中
に

な
つ
か
し
み
」
が
こ
み
上
げ
て
く
る
と
い
う
。

　
ち
な
み
に
、
加
藤
の
名
前
が
現
在
、
学
内
で

知
ら
れ
て
い
る
と
す
る
と
、
動
物
や
貝
な
ど
の

標
本
収
集
、「
加
藤
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
。

今
は
岩
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
で
分
散
し
て
保
管
、
展

示
さ
れ
て
い
る
が
、
同
志
社
博
物
館
の
新
設
が

急
務
で
あ
ろ
う
。

志
を
継
ぐ
人
た
ち
①
　
加
藤
延
雄

　
以
上
の
４
人
は
、
い
ず
れ
も
『
日
本
キ
リ
ス

ト
教
歴
史
大
事
典
』（
教
文
館
、１
９
８
８
年
）

に
も
名
を
連
ね
る
。
そ
の
う
ち
、
久
永
と
加
藤

の
項
は
、
そ
れ
ぞ
れ
息
子
の
省
一
と
延
雄
が
執

筆
す
る
。
息
子
た
ち
は
、
父
親
の
後
を
継
ぐ
よ

う
な
形
で
、
同
志
社
の
教
員
（
校
長
）
と
な
っ

た
点
で
も
、
共
通
す
る
。

　
私
が
１
９
５
５
年
に
同
中
に
入
学
し
た
時
、

校
長
は
加
藤
延
雄
（
あ
だ
名
は
ラ
イ
オ
ン
。
同

志
社
高
校
校
長
を
兼
務
）
で
あ
っ
た
。
中
１
の

「
聖
書
」
の
授
業
で
、
新
島
伝
を
１
年
間
、
習

っ
た
。
い
ま
思
う
に
、
私
の
新
島
研
究
の
起
点

は
、
ラ
イ
オ
ン
先
生
に
あ
る
。

　
さ
ら
に
加
藤
は
、
校
長
退
職
後
に
は
、
同
志

社
新
島
研
究
会
の
事
務
主
幹
と
し
て
、
森
中
章

光
を
助
け
て
機
関
誌
、『
新
島
研
究
』
の
編
集
、

発
行
に
も
尽
力
し
た
。
加
藤
の
死
か
ら
ほ
ぼ
30

年
を
経
て
、
研
究
会
代
表
の
椅
子
が
私
に
廻
っ

て
来
る
と
は
、
当
時
は
想
像
す
ら
で
き
な
か
っ

た
。

志
を
継
ぐ
人
た
ち
② 

加
藤
美
登
里

　
さ
ら
に
私
は
、
ラ
イ
オ
ン
の
次
女
（
同
志
社

大
学
英
文
科
２
年
の
加
藤
美み

登ど

里り

）
に
も
指
導

を
受
け
た
。
学
校
で
は
な
く
教
会
で
、
で
あ
る
。

同
中
の
チ
ャ
ペ
ル
で
毎
日
曜
日
に
開
か
れ
て
い

た
同
志
社
教
会
日
曜
学
校
の
中
学
生
ク
ラ
ス

（
ジ
ュ
ニ
ア
・
チ
ャ
ー
チ
）
で
あ
っ
た
。
責
任

者
（
日
曜
学
校
校
長
）
は
ラ
イ
オ
ン
、
そ
し
て

私
の
分ク
ラ
ス級
担
任
が
ラ
イ
オ
ン
の
娘
で
あ
っ
た
。

加藤延雄
（『同志社中学校卒業アルバ
ム』1958年３月）　　　　　
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語
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
ほ
ぼ
マ
ス
タ

ー
し
、
さ
ら
に
ギ
リ
シ
ャ
語
や
ラ
テ
ン
語
に
も

手
を
の
ば
し
て
い
た
と
伝
わ
る
。

　
こ
れ
ぞ
、新
島
の
志
を
継
ぐ
「
同
志
」
や
「
小

新
島
」
と
な
っ
て
、
創
立
者
が
夢
見
た
理
想
の

学
園
形
成
を
成
就
し
よ
う
と
す
る
生
き
方
で
あ

る
。
将
来
は
ぜ
ひ
「
同
志
社
ノ
骨
子
」
に
、
と

の
新
島
の
遺
訓
は
、
こ
う
し
て
教
え
子
た
ち
の

心
を
い
つ
ま
で
も
把
え
続
け
た
。

地
上
の
星

　
キ
ャ
ン
パ
ス
に
煌
き
ら
め

く
ツ
リ
ー
の
電
飾
は
、
こ

れ
を
植
え
た
先
人
が
、
私
た
ち
後
続
者
に
向
け

て
放
つ
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
「
光か
が

輝や
き

」
の
よ
う
で

あ
る
。

　
さ
な
が
ら
同
志
社
に
お
け
る「
♪
地
上
の
星
」

の
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

　
ペ
ガ
サ
ス
や
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
を
始
め
多
く
の
星

が
、
実
は
草
原
や
水み
な

底ぞ
こ

や
崖
の
上
で
人
知
れ
ず

輝
い
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
は
星
を

求
め
て
空
ば
か
り
見
上
げ
る
、
と
中
島
み
ゆ
き

は
嘆
き
唄
う
。

　
高
い
空
を
飛
ぶ
つ
ば
め
な
ら
、
地
上
の
星
の

行
方
を
知
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
い
ま
ど
こ

で
輝
い
て
い
る
の
か
、
ぜ
ひ
教
え
て
ほ
し
い
、

と
つ
ば
め
に
哀
願
す
る
。

　
同
志
社
に
限
っ
て
は
、
つ
ば
め
に
聞
く
ま
で

も
な
か
ろ
う
。

　
地
上
の
星
の
い
く
つ
か
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
・

シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
ツ
リ
ー
の
中
で
光
り
輝
く
、

と
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。

社
職
員
で
言
え
ば
、
波
多
野
政
雄
（
元
神
学
部

事
務
長
、
同
志
社
教
会
役
員
）
は
波
多
野
の
娘

婿
で
あ
り
、
三
輪
輝
夫
（
元
大
学
就
職
部
長
）

は
三
輪
源
造
の
３
男
で
あ
っ
た
。

　
新
島
か
ら
遺
言
を
貰
っ
た
波
多
野
培
根
は
、

在
職
中
「
同
志
社
を
日
本
一
の
学
校
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
決
意
か
ら
、
教
員
と
し

て
最
大
限
の
努
力
や
準
備
を
し
た
。

　
た
と
え
ば
、
語
学
を
必
死
に
勉
強
し
て
、
英

茂
み
を
見
上
げ
る
と
、
明
治
の
新
島
の
弟
子
達

0

0

0

0

0

0

の
執
念

0

0

の
よ
う
な
も
の
が
宿
っ
て
い
る
よ
う
で
、

樹
の
下
を
通
る
際
に
、
一
種
の
圧
迫
感
を
お
ぼ

え
る
」（
傍
点
は
本
井
）。

　
圧
迫
感
は
、
戦
慄
で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

久永省一
（同志社社史資料センター
提供）　　　　　　　　　

「
同
志
社
ノ
骨
子
」
と
な
る

　
加
藤
延
雄
、
久
永
省
一
両
氏
と
も
、
信
徒
と

し
て
同
志
社
中
高
の
教
員
（
校
長
）
や
教
会
役

員
を
務
め
る
傍
ら
、
新
島
襄
の
生
涯
や
同
志
社

（
教
会
）
の
歴
史
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
に
も
力

を
注
い
だ
。
こ
れ
も
両
氏
の
父
親
が
、「
新
島

の
弟
子
達
」
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
新
島
の

死
後
、「
小
新
島
」
と
な
っ
て
、創
立
者
の
「
志
」

を
継
ご
う
と
す
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
、
２
代
目
、
３
代

目
に
も
歴
然
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　
他
の
２
人
の
ケ
ー
ス
も
同
様
で
あ
る
。
同
志

志
を
継
ぐ
人
た
ち
③
　
久
永
省
一

　
久
永
省
一
先
生
も
私
の
恩
師
で
、
同
志
社
高

校
で
英
語
を
習
っ
た
。
加
藤
延
雄
に
続
い
て
、

１
９
５
９
年
に
同
中
の
校
長
に
も
就
い
た
。

　
以
来
、
中
学
生
相
手
の
同
志
社
教
会
ジ
ュ
ニ

ア
・
チ
ャ
ー
チ
で
、
加
藤
と
協
働
す
る
こ
と
が

多
か
っ
た
。
加
藤
に
と
っ
て
久
永
（
大
学
は
英

文
科
卒
）
は
、
か
つ
て
同
志
社
中
学
で
西
洋
史

を
授
け
た
教
え
子
で
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
は
、

新
島
、
波
多
野
、
加
藤
、
久
永
の
師
弟
ラ
イ
ン

を
、
恐
れ
多
く
も
私
は
受
け
継
い
で
い
る
。

　
久
永
は
、
加
藤
延
雄
の
遺
品
整
理
も
手
掛
け

た
。
恩
師
の
古
着
を
何
着
も
貰
い
受
け
て
、
愛

用
し
た
。
丈た
け

の
短
い
ズ
ボ
ン
を
無
理
に
ず
ら
し

て
歩
き
、
加
藤
美
登
里
を
唖
然
と
さ
せ
た
。

　
執
筆
・
出
版
活
動
に
も
力
を
入
れ
、「
父
・

久
永
機
四
郎
の
記
」
を
執
筆
し
た
り
、『
同
志

社
で
話
し
た
こ
と
書
い
た
こ
と
』、
加
藤
延
雄

の
遺
稿
を
編
集
し
た『
新
島
襄
と
同
志
社
教
会
』

や
『
わ
た
し
と
同
志
社
』
を
出
版
し
た
。

　
久
永
省
一
は
ツ
リ
ー
植
樹
の
貴
重
な
証
言
を

こ
う
締
め
く
く
る
。
切
ら
れ
ず
に
生
き
残
っ
た

２
本
は
「
彰
栄
館
の
周
り
に
亭て
い

て
い
と
し
て
そ

び
え
立
っ
て
い
る
」。「
残
る
二
本
の
鬱う
っ

蒼そ
う

た
る

　
そ
れ
か
ら
40
年
ほ
ど
し
て
、
私
は
同
志
社
教

会
役
員
に
選
ば
れ
、
役
員
会
で
美
登
里
さ
ん
と

同
席
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
女
は
役
員
会
で

も
中
核
（
会
計
）
を
占
め
て
い
た
。
加
藤
家
３

代
に
わ
た
る
見
事
な
奉
仕
で
あ
る
。

加藤家三代─左から長男・延雄、延年、孫・美登里、妻・かね
　　　　　　　　　　 （加藤延雄『わたしと同志社』より）

ツリーを植樹した４人
1936年８月20日、受洗50周年記念に旧ラーネッド邸前で撮影。

左端が久永、右端が三輪、前列左が波多野、右が加藤
（同志社社史資料センター蔵の写真を一部加工）


